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古細菌、Halobacterium salinarumにおけるチアミンの生合成経路
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チアミンは、ピリミジン部（Pm）とチアゾール部（Th）から成る。 
Pmは、原核生物と真核生物で生合成経路が異なる。原核生物では、プリン生合
成経路の中間体、5－アミノイミダゾールリボヌクレオチドを経て生成される。真
核生物ではヒスチジンとピリドキシンを前駆物質として生成される。 

Thは、Pmと異なり、Thの Nは通性嫌気性菌ではチロシン由来、好気性菌と真
核生物ではグリシン由来と異なる。 
古細菌におけるチアミンの生合成経路については、全く研究がなされていなか
った。そこで我々は、Halobacterium salinarumを用い、Pm生合成前駆物質につい
て検討し、Gly－Nが Pmの C－4についたアミノ基の Nに取り込まれることを確
認し、又、その位置は原核生物、真核生物とも異なることを明らかにした。 
今回、H. salinarum における Pm、Thの Cと Nの起源について Glyを用いて検
討した。 

H. salinarum NBRC14715は好気条件下、37℃で前培養後、無菌的に集菌し、ト
レーサー（［15N］Gly、［2-13C］Gly）添加培地に接種し、対数増殖期の終わりとな
る 6日間本培養した。その菌体から、常法に従い分離・精製したチアミンを Pm誘
導体と Th誘導体にし、それぞれ GC－MSで測定した。 
得られた Thのマススペクトルより［15N］Glyの 15Nが Thに取り込まれたこと
を確認した。このことから、H. salinarum における Thの 3位の Nは、グリシンの
N由来であることが明らかとなった。すなわち、H. salinarum における Thの生合
成経路は、真核生物と好気性菌に近いことを示唆した。［2-13C］Gly の Pm へ取り
込みについては、現在、その位置について検討中である。 


